
10

20

JP 7526907 B2 2024.8.2

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7526907号

(P7526907)
(24)登録日　令和6年7月25日(2024.7.25)(45)発行日　令和6年8月2日(2024.8.2)

(54)【発明の名称】　加湿機能付き熱交換形換気装置

(51)国際特許分類
　   Ｆ２４Ｆ 6/00 (2006.01)
　   Ｆ２４Ｆ 7/08 (2006.01)
　   Ｆ２４Ｆ 3/14 (2006.01)
　   Ｆ２４Ｆ 1/0038(2019.01)
　   Ｆ２４Ｆ 11/80 (2018.01)

ＦＩ
　Ｆ２４Ｆ 6/00 　　　Ｅ 　　　
　Ｆ２４Ｆ 6/00 ３３１ 　　　
　Ｆ２４Ｆ 7/08 １０１Ｊ 　　　
　Ｆ２４Ｆ 3/14 　　　　 　　　
　Ｆ２４Ｆ 1/0038 ４４１ 　　　

(21)出願番号　 特願2020-56931(P2020-56931)
(22)出願日　 令和2年3月27日(2020.3.27)
(65)公開番号　 特開2021-156489(P2021-156489 

A)
(43)公開日　 令和3年10月7日(2021.10.7)

審査請求日　 令和5年1月16日(2023.1.16)

(73)特許権者　 314012076
パナソニックＩＰマネジメント株式会社
大阪府門真市元町２２番６号

(74)代理人　 100106116
弁理士　鎌田  健司

(74)代理人　 100131495
弁理士　前田  健児

(72)発明者　 重信  剛也
愛知県春日井市鷹来町字下仲田４０１７ 
番  パナソニックエコシステムズ株式会 
社内

(72)発明者　 福本  将秀
愛知県春日井市鷹来町字下仲田４０１７ 
番  パナソニックエコシステムズ株式会 
社内

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 屋 内 の 空 気 を 屋 外 に 排 出 す る た め の 排 気 風 路 を 流 通 す る 排 気 流 と 、 屋 外 の 空 気 を 屋 内 へ  
給 気 す る た め の 給 気 風 路 を 流 通 す る 給 気 流 と の 間 で 熱 交 換 す る 熱 交 換 形 換 気 装 置 と 、
　 前 記 熱 交 換 形 換 気 装 置 か ら 導 入 さ れ る 熱 交 換 後 の 前 記 給 気 流 に 対 し て 加 熱 可 能 な 第 一 加  
熱 装 置 と 、
　 前 記 第 一 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 前 記 給 気 流 に 対 し て 加 熱 可 能 な 第 二 加 熱 装 置 と 、
加 湿 モ ー タ を 用 い て 加 湿 ノ ズ ル を 回 転 さ せ て 貯 水 さ れ て い る 水 を 遠 心 力 で 吸 上 げ 、 周 囲 に  
飛 散 、 衝 突 及 び 破 砕 さ せ る こ と に よ っ て 加 熱 さ れ た 前 記 給 気 流 に 対 し て 加 湿 す る 遠 心 破 砕  
式 の 加 湿 装 置 と 、
　 前 記 第 一 加 熱 装 置 、 前 記 第 二 加 熱 装 置 、 及 び 前 記 加 湿 装 置 の 運 転 動 作 を 制 御 す る 制 御 部  
と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 一 加 熱 装 置 は 、 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 前 記 冷 媒 が 放 熱 す る 第 一 熱 交 換 器 と 、  
前 記 冷 媒 を 膨 張 さ せ る 膨 張 器 と 、 前 記 冷 媒 が 吸 熱 す る 第 二 熱 交 換 器 と の 順 に 前 記 冷 媒 が 流  
れ る よ う に 接 続 し た 第 一 冷 媒 回 路 を 有 す る 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 前 記 冷 媒 が 、 前 記 第 一  
加 熱 装 置 の 内 部 を 流 通 す る 際 に 放 熱 す る よ う に 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 二 加 熱 装 置 は 、 通 電 す る こ と で 発 熱 す る 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ 、
前 記 加 湿 装 置 は 、 前 記 制 御 部 か ら の 出 力 信 号 に 応 じ て 前 記 加 湿 モ ー タ の 回 転 数 で あ る 回 転  
出 力 値 を 変 化 さ せ る よ う に 構 成 さ れ 、

請求項の数　4　（全20頁）　最終頁に続く
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　 前 記 制 御 部 は 、
    前 記 加 湿 装 置 の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、
      前 記 第 一 基 準 値 以 下 の 前 記 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第 一 回 転 出 力 値 で 前 記 加 湿 モ ー タ を  
回 転 し 、
      前 記 第 一 加 熱 装 置 及 び 前 記 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ て い な い 前 記 給 気 流 に 対 し  
て 前 記 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 い 、
前 記 出 力 能 力 値 が 前 記 第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、
      前 記 第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 の 前 記 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第 二 回 転 出 力 値  
で 前 記 加 湿 モ ー タ を 回 転 し 、
　 　 　 前 記 第 一 加 熱 装 置 の み に よ っ て 加 熱 さ れ た 前 記 給 気 流 に 対 し て 前 記 加 湿 装 置 に よ る  
加 湿 を 行 い 、
　 　 前 記 出 力 能 力 値 が 前 記 第 二 基 準 値 を 超 え る 場 合 、
      前 記 第 二 基 準 値 を 超 え る 前 記 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第 三 回 転 出 力 値 で 前 記 加 湿 モ ー タ  
を 回 転 し 、
　 　 　 前 記 第 一 加 熱 装 置 及 び 前 記 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 前 記 給 気 流 に 対 し て 前  
記 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 、
　 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 第 一 回 転 出 力 値 は 、 前 記 出 力 能 力 値 と 対 応 す る 前 記 加 湿 モ ー タ の 回 転 数 で あ り 、
  前 記 第 二 回 転 出 力 値 は 、 前 記 出 力 能 力 値 か ら 第 一 調 整 値 を 減 じ た 前 記 加 湿 モ ー タ の 回 転  
数 で あ り 、
  前 記 第 三 回 転 出 力 値 は 、 前 記 出 力 能 力 値 か ら 第 二 調 整 値 を 減 じ た 前 記 加 湿 モ ー タ の 回 転  
数 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 加 熱 装 置 は 、 前 記 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 前 記 冷 媒 を 共 用 し て 、 前 記 圧 縮 機 と  
、 前 記 第 一 熱 交 換 器 と 、 前 記 膨 張 器 と 、 前 記 第 一 加 熱 装 置 と の 順 に 前 記 冷 媒 が 流 れ る よ う  
に 接 続 さ れ た 第 二 冷 媒 回 路 を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 加 湿  
機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 屋 内 の 空 気 の 湿 度 と 前 記 屋 内 の 空 気 の 目 標 湿 度 に 関 す る 湿 度 情 報 を  
用 い て 前 記 出 力 能 力 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 前 記 出 力 能 力 値 に 基 づ い て 前 記 加 湿 装 置 の 運 転  
動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 加 湿 機 能 付 き 熱 交  
換 形 換 気 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 居 住 空 間 な ど に 用 い ら れ る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 に 関 す る も の で あ  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 冷 房 あ る い は 暖 房 の 効 果 低 減 を 抑 制 し つ つ 換 気 を 行 う こ と が 可 能 な 装 置 と し て 、  
換 気 の 際 に 給 気 流 と 排 気 流 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 熱 交 換 形 換 気 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ う し た 熱 交 換 形 換 気 装 置 は 、 顕 熱 に 加 え て 潜 熱 も 交 換 す る 機 能 が 備 わ っ て い る た め 、  
屋 内 の 保 湿 効 果 も 得 る こ と が で き る が 、 そ れ だ け で 屋 外 絶 対 湿 度 の 低 い 冬 季 に お け る 屋 内  
相 対 湿 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ で 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 と し て 、 給 気 風 路 の  
下 流 側 に 加 湿 装 置 と 、 加 湿 装 置 の 上 流 側 に 加 湿 量 を 調 整 す る 加 熱 器 と を 設 け た 構 成 と し た  
加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 構 成 に よ  
り 、 屋 内 に 加 湿 さ れ た 空 気 を 供 給 す る こ と が で き 、 冬 季 に お け る 屋 内 相 対 湿 度 の 低 下 を 抑  
制 す る こ と が で き る 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ７ ９ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 に お け る 加 熱 器 と し て 、 専 用 の 冷 媒 回 路 を 備 え る  
加 熱 器 （ 放 熱 器 ） を 設 け る 煩 わ し さ を 解 消 す る た め 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 （ マ ル チ エ ア コ  
ン ） の 冷 媒 回 路 を 共 用 す る こ と を 検 討 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ う し た 加 熱 器 で は 、 加  
熱 器 の 加 熱 能 力 が マ ル チ 型 の 空 調 機 器 の 空 調 性 能 に 依 存 す る こ と に な る た め 、 外 気 と 内 気  
の 温 湿 度 条 件 に よ っ て は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 を 、 加 湿 装 置 に よ っ  
て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 加 熱 （ 昇 温 ） す る こ と が で き な い と い う 課 題  
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 二 つ の 加 熱 装 置 を 用 い て 、 熱  
交 換 形 換 気 装 置 に よ る 熱 交 換 後 の 給 気 流 へ の 加 湿 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 加 湿 機 能 付  
き 熱 交 換 形 換 気 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 は 、  
屋 内 の 空 気 を 屋 外 に 排 出 す る た め の 排 気 風 路 を 流 通 す る 排 気 流 と 、 屋 外 の 空 気 を 屋 内 へ 給  
気 す る た め の 給 気 風 路 を 流 通 す る 給 気 流 と の 間 で 熱 交 換 す る 熱 交 換 形 換 気 装 置 と 、 熱 交 換  
形 換 気 装 置 か ら 導 入 さ れ る 熱 交 換 後 の 給 気 流 に 対 し て 加 熱 可 能 な 第 一 加 熱 装 置 と 、 第 一 加  
熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 熱 可 能 な 第 二 加 熱 装 置 と 、 加 湿 モ ー タ を 用 い  
て 加 湿 ノ ズ ル を 回 転 さ せ て 貯 水 さ れ て い る 水 を 遠 心 力 で 吸 上 げ 、 周 囲 に 飛 散 、 衝 突 及 び 破  
砕 さ せ る こ と に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 す る 遠 心 破 砕 式 の 加 湿 装 置 と 、 第 一  
加 熱 装 置 、 第 二 加 熱 装 置 、 及 び 加 湿 装 置 の 運 転 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 備 え る 。 第 一  
加 熱 装 置 は 、 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 と 、 冷 媒 が 放 熱 す る 第 一 熱 交 換 器 と 、 冷 媒 を 膨 張 さ せ  
る 膨 張 器 と 、 冷 媒 が 吸 熱 す る 第 二 熱 交 換 器 と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 接 続 し た 第 一 冷 媒  
回 路 を 有 す る 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 が 、 第 一 加 熱 装 置 の 内 部 を 流 通 す る 際 に 放 熱 す  
る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 二 加 熱 装 置 は 、 通 電 す る こ と で 発 熱 す る 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ る  
。 加 湿 装 置 は 、 制 御 部 か ら の 出 力 信 号 に 応 じ て 加 湿 モ ー タ の 回 転 数 で あ る 回 転 出 力 値 を 変  
化 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 。 制 御 部 は 、 加 湿 装 置 の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 が 第 一 基  
準 値 以 下 で あ る 場 合 、 第 一 基 準 値 以 下 の 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第 一 回 転 出 力 値 で 加 湿 モ ー  
タ を 回 転 し 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ て い な い 給 気 流 に 対 し て 加  
湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、
第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 の 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第 二 回 転 出 力 値 で 加 湿 モ ー タ  
を 回 転 し 、 第 一 加 熱 装 置 の み に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行  
い 、 出 力 能 力 値 が 第 二 基 準 値 を 超 え る 場 合 、 第 二 基 準 値 を 超 え る 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 第  
三 回 転 出 力 値 で 加 湿 モ ー タ を 回 転 し 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た  
給 気 流 に 対 し て 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 二 つ の 加 熱 装 置 を 用 い て 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 に よ る 熱 交 換 後 の 給 気 流  
へ の 加 湿 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 を 提 供 す る こ と が で  
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 の 家 屋 へ の  
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設 置 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 の 機 器 構 成 を 表 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 に お け る 制 御 部 の 構 成 を 表 す ブ ロ ッ ク 図  
で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 に お け る 制 御 部 の 処 理 部 で 行 う 処 理 を 表  
す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 に お け る 制 御 部 の 処 理 部 で 行 う 処 理 に 用  
い ら れ る 出 力 能 力 値 と 回 転 出 力 値 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 加 湿 装 置 の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 に 対 応 し た 複 数 の 基 準 値 と 各 加  
熱 部 の 出 力 状 態 の 組 み 合 わ せ を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 は 、 屋 内 の 空 気 を 屋 外 に 排 出 す る た め の 排  
気 風 路 を 流 通 す る 排 気 流 と 、 屋 外 の 空 気 を 屋 内 へ 給 気 す る た め の 給 気 風 路 を 流 通 す る 給 気  
流 と の 間 で 熱 交 換 す る 熱 交 換 形 換 気 装 置 と 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 か ら 導 入 さ れ る 熱 交 換 後 の  
給 気 流 に 対 し て 加 熱 可 能 な 第 一 加 熱 装 置 と 、 第 一 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対  
し て 加 熱 可 能 な 第 二 加 熱 装 置 と 、 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 す る 加 湿 装 置 と 、 第 一 加  
熱 装 置 、 第 二 加 熱 装 置 、 及 び 加 湿 装 置 の 運 転 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え る 。 そ し て 、  
制 御 部 は 、 加 湿 装 置 の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 が 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、 第 一 加 熱 装  
置 の み に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 基 準  
値 を 超 え る 場 合 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿  
装 置 に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 に 対 し て 第 一 加 熱 装  
置 の み に よ る 加 熱 を 行 っ て も 、 加 湿 装 置 に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま  
で 給 気 流 を 昇 温 す る こ と が で き な い 場 合 に 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 、 設  
定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 を 昇 温 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 加 湿  
装 置 自 体 の 出 力 が 同 じ で あ っ て も 、 設 定 加 湿 量 に 向 け て 給 気 流 へ の 加 湿 量 （ 屋 内 に 供 給 す  
る 水 分 量 ） を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 の 加 湿 能 力 を 向 上 さ  
せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 二 つ の 加 熱 装 置 を 用 い て 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 に よ る 熱 交 換 後  
の 給 気 流 へ の 加 湿 量 を 増 加 さ せ る こ と が 可 能 な 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 と す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 で は 、 第 一 加 熱 装 置 は 、 冷 媒 を 圧 縮  
す る 圧 縮 機 と 、 冷 媒 が 放 熱 す る 第 一 熱 交 換 器 と 、 冷 媒 を 膨 張 さ せ る 膨 張 器 と 、 冷 媒 が 吸 熱  
す る 第 二 熱 交 換 器 と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 接 続 し た 第 一 冷 媒 回 路 を 有 す る 空 調 機 器 か  
ら 導 入 さ れ る 冷 媒 が 、 第 一 加 熱 装 置 の 内 部 を 流 通 す る 際 に 放 熱 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 ま  
た 、 第 二 加 熱 装 置 は 、 通 電 す る こ と で 発 熱 す る 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 を 共 用 す る 第 一 加 熱 装 置 に よ っ て  
、 加 湿 装 置 に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 を 昇 温 す る こ と が で  
き な い 場 合 に 、 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ る 第 二 加 熱 装 置 に よ る 加 熱 で 補 う こ と に よ っ て 、 設  
定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 を 昇 温 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 際 、 第 二  
加 熱 装 置 に よ る 加 熱 と 同 等 の 熱 量 を 得 る た め に 必 要 な 消 費 電 力 が 少 な い 第 一 加 熱 装 置 を 主  
と し て 使 用 す る の で 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 と し て の 消 費 電 力 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 で は 、 第 一 加 熱 装 置 は 、 空 調 機 器 か  
ら 導 入 さ れ る 冷 媒 を 共 用 し て 、 圧 縮 機 と 、 第 一 熱 交 換 器 と 、 膨 張 器 と 、 第 一 加 熱 装 置 と の  
順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 接 続 さ れ た 第 二 冷 媒 回 路 を 構 成 し て い る 。 こ う し た 構 成 に よ れ ば  
、 空 調 機 器 の 運 転 状 況 に 応 じ て 第 一 加 熱 装 置 の 加 熱 能 力 が 変 動 し た 場 合 で も 、 第 二 加 熱 装  
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置 に よ る 加 熱 に よ っ て 容 易 に 調 整 す る こ と が 可 能 に な る 。 つ ま り 、 二 つ の 加 熱 装 置 に よ っ  
て 、 空 調 機 器 の 運 転 状 況 に よ ら ず 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 の 加 湿 能 力 を 安 定 化 さ  
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 で は 、 制 御 部 は 、 屋 内 の 空 気 の 湿 度  
と 屋 内 の 空 気 の 目 標 湿 度 に 関 す る 湿 度 情 報 を 用 い て 出 力 能 力 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 出 力 能  
力 値 に 基 づ い て 加 湿 装 置 の 運 転 動 作 を 制 御 す る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 屋 内 の 空 気 の 湿  
度 が 目 標 湿 度 に 近 づ か な い 場 合 に は 、 湿 度 情 報 を 用 い て 出 力 能 力 値 を 上 昇 さ せ る な ど 、 家  
屋 の 気 密 性 な ど の 性 能 に 依 存 せ ず 目 標 湿 度 を 達 成 す る よ う に 加 湿 装 置 の 制 御 を 行 う こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 で は 、 制 御 部 は 、 出 力 能 力 値 が 第 一  
基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、 熱 交 換 後 の 給 気 流 に 対 し て 加 熱 す る こ と な く 加 湿 装 置 に よ る 加 湿  
を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、 第 一 加 熱 装 置 の み  
に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 装 置 に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 第 二 基 準 値  
を 超 え る 場 合 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 に 対 し て 加 湿 装  
置 に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ う し た 構 成 に よ れ ば 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 に 対 し て 第 一 加 熱 装  
置 の み に よ る 加 熱 を 行 っ て も 、 加 湿 装 置 に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま  
で 給 気 流 を 昇 温 す る こ と が で き な い 場 合 に 、 第 一 加 熱 装 置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ っ て 、 設  
定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 を 昇 温 す る こ と が で き る 一 方 、 第 一 加 熱 装  
置 及 び 第 二 加 熱 装 置 に よ る 加 熱 が 必 要 な い 場 合 に 、 加 熱 装 置 に よ る 無 駄 な 消 費 電 力 が か か  
る こ と を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 実 施 の  
形 態 は 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換  
気 装 置 ４ の 機 器 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付  
き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ の 家 屋 １ へ の 設 置 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱  
交 換 形 換 気 装 置 ４ の 機 器 構 成 を 表 す 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す 通 り 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ は 、 家 屋 １ の 階 間 ま た は 屋 根 裏 等 に  
設 置 さ れ 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ と 加 湿 装 置 ６ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換  
形 換 気 装 置 ４ は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ に お い て 屋 内 ２ の 空 気 （ 後 述 す る 排 気 流 １ ４ ） と 屋  
外 ３ の 空 気 （ 後 述 す る 給 気 流 １ ５ ） と を 熱 交 換 し な が ら 換 気 し つ つ 、 給 気 流 １ ５ を 加 湿 装  
置 ６ に お い て 必 要 に 応 じ て 加 湿 し 、 屋 内 ２ に 導 入 す る 。 つ ま り 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換  
気 装 置 ４ は 、 換 気 を 行 う と と も に 、 こ の 換 気 時 に 、 排 気 流 １ ４ の 熱 を 給 気 流 １ ５ へ と 伝 達  
し 、 不 要 な 熱 の 放 出 を 抑 制 し て い る 。 さ ら に 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ は 、 給 気  
流 １ ５ に 対 し て 加 湿 を 行 い 、 屋 内 ２ に お け る 空 気 の 湿 度 （ 屋 内 相 対 湿 度 ） の 低 下 を 抑 制 し  
て い る 。 特 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 が 所 定 の 基  
準 値 （ 後 述 す る 第 二 基 準 値 ） を 超 え る 場 合 、 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ を 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 器  
６ ｄ の 前 段 （ 上 流 側 ） に 置 か れ た 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ り 加 熱 （ 昇 温 ）  
さ せ 、 加 湿 を 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 一 加 熱 部 １ ６ は 請 求 項 の 「 第 一 加 熱 装  
置 」 に 相 当 し 、 第 二 加 熱 部 １ ７ は 請 求 項 の 「 第 二 加 熱 装 置 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 排 気 流 １ ４ は 、 屋 内 ２ の 空 気 を 屋 外 ３ に 排 出 す る 空 気 の 流 れ で あ る 。 排 気 流 １  
４ は 、 ま ず 還 気 風 路 ９ を 通 じ て 、 屋 内 ２ か ら 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ へ と 搬 送 さ れ る 。 熱 交 換  
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形 換 気 装 置 ５ に お い て 給 気 流 １ ５ と 熱 交 換 さ れ た 排 気 流 １ ４ は 、 排 気 風 路 １ ０ を 通 じ て 、  
熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら 屋 外 ３ へ と 排 出 さ れ る 。 還 気 風 路 ９ は 、 家 屋 １ の 各 室 と 熱 交 換 形  
換 気 装 置 ５ と を 繋 げ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 排 気 風 路 １ ０ は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ と 家  
屋 １ の 外 壁 面 に 設 け ら れ た 排 気 口 と を 繋 げ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 給 気 流 １ ５ は 、 屋 外 ３ の 空 気 を 屋 内 ２ に 導 入 す る 空 気 の 流 れ で あ る 。 給 気 流 １ ５ は 、 ま  
ず 外 気 風 路 １ １ を 通 じ て 、 屋 外 ３ か ら 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ へ と 搬 送 さ れ る 。 熱 交 換 形 換 気  
装 置 ５ に お い て 排 気 流 １ ４ と 熱 交 換 さ れ た 給 気 流 １ ５ は 、 中 継 風 路 １ ２ を 通 じ て 、 熱 交 換  
形 換 気 装 置 ５ か ら 加 湿 装 置 ６ へ と 搬 送 さ れ る 。 加 湿 装 置 ６ に お い て 必 要 に 応 じ て 加 湿 さ れ  
た 給 気 流 １ ５ は 、 給 気 風 路 １ ３ を 通 じ て 、 加 湿 装 置 ６ か ら 屋 内 ２ へ と 導 入 さ れ る 。 外 気 風  
路 １ １ は 、 家 屋 １ の 外 壁 面 に 設 け ら れ た 給 気 口 と 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ と を 繋 げ る よ う に 配  
置 さ れ て い る 。 中 継 風 路 １ ２ は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ と 加 湿 装 置 ６ と を 繋 げ る よ う に 配 置  
さ れ て い る 。 給 気 風 路 １ ３ は 、 加 湿 装 置 ６ と 家 屋 １ の 各 室 と を 繋 げ る よ う に 配 置 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 家 屋 １ に は 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 （ マ ル チ エ ア コ ン ） が 設 置 さ れ て い る 。 マ ル チ  
型 の 空 調 機 器 は 、 屋 内 ２ の 各 室 （ 例 え ば 、 天 井 側 の 壁 面 ） に 設 け ら れ た 複 数 の 室 内 機 １ ９  
と 、 屋 外 ３ に 設 け ら れ た １ 台 の 共 用 の 室 外 機 ２ ０ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 室 外 機  
２ ０ は 、 複 数 の 室 内 機 １ ９ の そ れ ぞ れ と 冷 媒 回 路 ２ １ に よ っ て 接 続 さ れ る と と も に 、 加 湿  
装 置 ６ に 設 け ら れ た 第 一 加 熱 部 １ ６ と も 冷 媒 回 路 ２ １ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ の 具 体 的 な 構 成 に つ い て 説 明  
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ は 、 図 ２ に 示 す 通 り 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ と 加 湿 装 置  
６ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。 ま た 、 加 湿 装 置 ６ は 、 加 湿 器 ６ ｄ の 上 流 側 に 第 一 加 熱 部 １ ６ 及  
び 第 二 加 熱 部 １ ７ を 備 え 、 後 述 す る 制 御 部 ８ （ 図 ３ 参 照 ） に よ っ て 運 転 動 作 が 制 御 さ れ る  
構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ は 、 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ （ 排 気 流 １ ４ ） と 屋 外 ３ の 空 気 Ｏ Ａ （ 給 気 流  
１ ５ ） と の 間 で 熱 交 換 し な が ら 換 気 す る 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ は  
、 図 ２ に 示 す 通 り 、 還 気 口 ５ ａ 、 排 気 口 ５ ｂ 、 外 気 口 ５ ｃ 、 給 気 口 ５ ｄ 、 熱 交 換 素 子 ５ ｅ  
、 湿 度 セ ン サ ５ ｆ 、 排 気 フ ァ ン ５ ｇ 、 及 び 給 気 フ ァ ン ５ ｈ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 還 気 口 ５ ａ は 、 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ （ 排 気 流 １ ４ ） を 還 気 風 路 ９ （ 図 １ 参 照 ） か ら 熱 交 換  
形 換 気 装 置 ５ に 取 り 入 れ る 取 入 口 で あ る 。 排 気 口 ５ ｂ は 、 排 気 流 １ ４ を 排 気 Ｅ Ａ と し て 熱  
交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら 排 気 風 路 １ ０ （ 図 １ 参 照 ） に 吐 き 出 す 吐 出 口 で あ る 。 外 気 口 ５ ｃ は  
、 給 気 流 １ ５ を 外 気 風 路 １ １ （ 図 １ 参 照 ） か ら 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ に 取 り 入 れ る 取 入 口 で  
あ る 。 給 気 口 ５ ｄ は 、 給 気 流 １ ５ を 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら 中 継 風 路 １ ２ に 吐 き 出 す 吐 出  
口 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 熱 交 換 素 子 ５ ｅ は 、 排 気 流 １ ４ と 給 気 流 １ ５ と の 間 で 熱 交 換 （ 顕 熱 と 潜 熱 ） を 行 う た め  
の 部 材 で あ る 。 熱 交 換 素 子 ５ ｅ は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を ベ ー ス と し た 伝 熱 紙 （ 伝 熱 板 ） に よ  
っ て 形 成 さ れ た 全 熱 交 換 素 子 で あ る 。 た だ し 、 材 質 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 熱  
交 換 素 子 ５ ｅ を 構 成 す る 伝 熱 板 と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ  
レ ー ト を ベ ー ス と し た 透 湿 樹 脂 膜 、 あ る い は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 、 セ ラ ミ ッ ク 繊 維 、 ガ ラ ス  
繊 維 を ベ ー ス と し た 紙 材 料 等 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 熱 交 換 素 子 ５ ｅ を 構 成 す る 伝  
熱 板 は 、 伝 熱 性 を 備 え た 薄 い シ ー ト で あ っ て 、 気 体 が 透 過 し な い 性 質 の も の を 用 い る こ と  
が で き る 。 こ の 場 合 、 熱 交 換 素 子 ５ ｅ は 、 顕 熱 交 換 素 子 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 湿 度 セ ン サ ５ ｆ は 、 還 気 口 ５ ａ か ら 取 り 入 れ た 排 気 流 １ ４ の 湿 度 を 検 出 す る セ ン サ で あ  
り 、 後 述 す る 制 御 部 ８ の 入 力 信 号 と し て 用 い ら れ る 。 排 気 フ ァ ン ５ ｇ は 、 排 気 流 １ ４ を 還  
気 口 ５ ａ か ら 取 り 入 れ 、 排 気 口 ５ ｂ か ら 吐 き 出 す た め の 送 風 機 で あ る 。 給 気 フ ァ ン ５ ｈ は  
、 給 気 流 １ ５ を 外 気 口 ５ ｃ か ら 取 り 入 れ 、 給 気 口 ５ ｄ か ら 排 出 す る た め の 送 風 機 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ の 内 部 に は 、 還 気 口 ５ ａ と 排 気 口 ５ ｂ と を 連 通 す る 内 部 排 気  
風 路 と 、 外 気 口 ５ ｃ と 給 気 口 ５ ｄ と を 連 通 す る 内 部 給 気 風 路 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ は 、 熱 交 換 換 気 を 行 う 場 合 に は 、 排 気 フ ァ ン ５ ｇ 及 び 給 気  
フ ァ ン ５ ｈ を 動 作 さ せ 、 熱 交 換 素 子 ５ ｅ に お い て 内 部 排 気 風 路 を 流 通 す る 排 気 流 １ ４ と 、  
内 部 給 気 風 路 を 流 通 す る 給 気 流 １ ５ と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形 換 気 装  
置 ５ は 、 換 気 を 行 う 際 に 、 屋 外 ３ に 放 出 す る 排 気 流 １ ４ の 熱 を 屋 内 ２ に 取 り 入 れ る 給 気 流  
１ ５ へ と 伝 達 し 、 不 要 な 熱 の 放 出 を 抑 制 し 、 屋 内 ２ に 熱 を 回 収 す る 。 こ の 結 果 、 冬 季 に お  
い て は 、 換 気 を 行 う 際 に 、 屋 外 ３ の 温 度 が 低 い 空 気 に よ っ て 屋 内 ２ の 温 度 低 下 を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。 一 方 、 夏 季 に お い て は 、 換 気 を 行 う 際 に 、 屋 外 ３ の 温 度 が 高 い 空 気 に よ っ  
て 屋 内 ２ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 加 湿 装 置 ６ は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ を 必 要 に 応 じ  
て 加 湿 す る 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 加 湿 装 置 ６ は 、 図 ２ に 示 す 通 り 、 給 気 流 入 口 ６ ａ 、  
給 気 流 出 口 ６ ｃ 、 加 湿 器 ６ ｄ 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 、 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 給 気 流 入 口 ６ ａ は 、 給 気 流 １ ５ を 中 継 風 路 １ ２ か ら 加 湿 装 置 ６ に 取 り 入 れ る 取 入 口 で あ  
る 。 給 気 流 出 口 ６ ｃ は 、 加 湿 し た 給 気 流 １ ５ （ あ る い は 加 湿 し て い な い 給 気 流 １ ５ ） を 給  
気 Ｓ Ａ と し て 給 気 風 路 １ ３ （ 図 １ 参 照 ） に 吐 き 出 す 吐 出 口 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 加 湿 器 ６ ｄ は 、 内 部 に 取 り 入 れ た 給 気 流 １ ５ を 加 湿 す る た め の ユ ニ ッ ト で あ る 。 加 湿 器  
６ ｄ は 、 加 湿 モ ー タ ６ ｅ と 加 湿 ノ ズ ル ６ ｆ と を 有 し て い る 。 加 湿 器 ６ ｄ は 、 加 湿 モ ー タ ６  
ｅ を 用 い て 加 湿 ノ ズ ル ６ ｆ を 回 転 さ せ 、 貯 水 さ れ て い る 水 を 遠 心 力 で 吸 い 上 げ て 周 囲 （ 遠  
心 方 向 ） に 飛 散 ・ 衝 突 ・ 破 砕 さ せ 、 通 過 す る 空 気 に 水 分 を 含 ま せ る 遠 心 破 砕 式 の 構 成 を と  
る 。 そ し て 、 加 湿 器 ６ ｄ は 、 後 述 す る 制 御 部 ８ か ら の 出 力 信 号 に 応 じ て 加 湿 モ ー タ ６ ｅ の  
回 転 数 （ 以 下 、 回 転 出 力 値 ） を 変 化 さ せ 、 加 湿 能 力 （ 加 湿 量 ） を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 加 湿 器 ６ ｄ で 空 気 に 付 加 さ れ る 液 体 は 水 以 外 で も よ く 、 例 え ば 、 殺 菌 性 あ る い は  
消 臭 性 を 備 え た 次 亜 塩 素 酸 水 等 の 液 体 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 次 亜 塩 素 酸 水 を 給  
気 流 １ ５ に 含 ま せ て 屋 内 ２ に 供 給 す る こ と で 、 屋 内 ２ の 殺 菌 あ る い は 消 臭 を 行 う こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 続 い て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ は 、 図 ２ に 示 す 通 り 、 加 湿 装 置 ６ 内 に 配 置  
さ れ 、 い ず れ も 導 入 さ れ る 給 気 流 １ ５ を 加 熱 す る た め の ユ ニ ッ ト で あ る 。 第 一 加 熱 部 １ ６  
及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ は 、 後 述 す る 制 御 部 ８ か ら の 出 力 信 号 に 応 じ て 出 力 状 態 （ オ ン ま た は  
オ フ ） を 変 化 さ せ 、 導 入 さ れ る 給 気 流 １ ５ に 対 す る 加 熱 能 力 （ 加 熱 量 ） を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 一 加 熱 部 １ ６ は 、 第 二 加 熱 部 １ ７ よ り も 上 流 側 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 第 一 加 熱 部 １  
６ は 、 空 調 機 器 （ 室 外 機 ２ ０ ） か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 が 内 部 を 流 通 す る 際 に 放 熱 す る よ う に  
構 成 さ れ 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 必 要 に 応 じ て 加 熱 す  
る 。 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 二 加 熱 部 １ ７ は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の 下 流 側 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ と 加 湿 器 ６ ｄ と の 間 ） に  
配 置 さ れ る 。 そ し て 、 第 二 加 熱 部 １ ７ は 、 通 電 す る こ と で 発 熱 す る 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ  
、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 必 要 に 応 じ て 加 熱 す る 。 発 熱 体  
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と し て は 、 例 え ば 、 温 度 が 上 昇 す る と 次 第 に 電 流 が 流 れ に く く な り 、 無 駄 な 電 力 を 消 費 し  
な い 性 質 を 有 す る Ｐ Ｔ Ｃ （ Ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ ｖ ｅ   Ｔ ｅ ｍ ｐ ｅ ｒ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ   Ｃ ｏ ｅ ｆ ｆ ｉ ｃ ｉ  
ｅ ｎ ｔ ） ヒ ー タ ー が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 続 い て 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 は 、 共 用 の 室 外 機 ２ ０ と 各 室 に 設 け ら れ た 室 内 機 １ ９ と に  
よ っ て 各 室 の 暖 房 ま た は 冷 房 を 行 う 装 置 で あ る 。 こ う し た マ ル チ 型 の 空 調 機 器 で は 、 室 外  
機 ２ ０ は 、 冷 媒 回 路 ２ １ に 設 け ら れ た 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ を 切 り 替 え る こ と に よ っ て 、 冷 媒  
回 路 ２ １ を 介 し て 各 室 の 室 内 機 １ ９ と 加 湿 装 置 ６ の 第 一 加 熱 部 １ ６ と に そ れ ぞ れ 並 列 に 接  
続 さ れ る 。 な お 、 以 下 で は 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 の 冷 媒 の 流 れ 等 に 関 し て 暖 房 運 転 時 の 動  
作 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 室 内 機 １ ９ は 、 屋 内 ２ の 各 室 （ 天 井 側 の 壁 面 ） に 設 置 さ れ る 室 内 ユ ニ ッ ト で あ る 。 室 内  
機 １ ９ は 、 送 風 フ ァ ン １ ９ ａ と 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ と を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 送 風 フ ァ ン １ ９ ａ は 、 屋 内 ２ か ら 吸 い 込 ん だ 空 気 Ｒ Ａ を 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ に 向 け て 送  
風 す る 機 器 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ は 、 送 風 フ ァ ン １ ９ ａ か ら 送 風 さ れ た 空 気 Ｒ Ａ と 、 冷 媒 回 路 ２ １ を  
流 通 す る 冷 媒 （ 後 述 す る 圧 縮 機 ２ ０ ａ に よ っ て 高 温 ・ 高 圧 と な っ た 冷 媒 ガ ス ） と の 間 で 熱  
交 換 す る こ と に よ っ て 、 熱 を 外 部 （ 冷 媒 回 路 ２ １ 外 ） に 放 出 さ せ る 機 器 で あ る 。 こ の と き  
、 冷 媒 ガ ス は 、 高 圧 下 で 凝 縮 さ れ て 液 化 す る 。 暖 房 運 転 時 の 室 内 機 １ ９ （ 第 一 熱 交 換 器 １  
９ ｂ ） で は 、 導 入 さ れ る 冷 媒 ガ ス の 温 度 が 空 気 の 温 度 よ り 高 い た め 、 熱 交 換 す る と 空 気 Ｒ  
Ａ は 昇 温 さ れ 、 冷 媒 ガ ス は 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 一 方 、 室 外 機 ２ ０ は 、 屋 外 ３ に 設 置 さ れ る 室 外 ユ ニ ッ ト で あ る 。 室 外 機 ２ ０ は 、 圧 縮 機  
２ ０ ａ と 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ と 、 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と 、 送 風 フ ァ ン ２ ０ ｄ と 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ  
と を 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 圧 縮 機 ２ ０ ａ は 、 冷 媒 回 路 ２ １ に お け る 低 温 低 圧 の 冷 媒 ガ ス （ 作 動 媒 体 ガ ス ） を 圧 縮 し  
、 圧 力 を 高 め て 高 温 化 す る 機 器 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 膨 張 器 ２ ０ ｂ は 、 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ （ ま た は 第 一 加 熱 部 １ ６ ） に よ っ て 液 化 し た 高 圧  
の 冷 媒 を 減 圧 し て 元 の 低 温 低 圧 の 液 体 と す る 機 器 で あ る 。 な お 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ は 、 膨 張 弁  
と も い う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ は 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ を 流 通 し た 冷 媒 が 空 気 か ら 熱 を 奪 っ て 蒸 発 し 、 液  
状 の 冷 媒 を 低 温 低 圧 の 冷 媒 ガ ス と す る 機 器 で あ る 。 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ で は 、 導 入 さ れ る  
冷 媒 の 温 度 が 空 気 の 温 度 よ り 低 い た め 、 熱 交 換 す る と 空 気 が 冷 却 さ れ 、 冷 媒 は 昇 温 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 送 風 フ ァ ン ２ ０ ｄ は 、 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ に 向 け て 屋 外 ３ の 空 気 Ｏ Ａ を 送 風 す る 機 器 で  
あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 四 方 弁 ２ ０ ｅ は 、 冷 媒 回 路 ２ １ 内 を 流 れ る 冷 媒 の 流 れ る 向 き を 切 り 替 え る た め の 機 器 （  
可 逆 弁 ） で あ る 。 よ り 詳 細 に は 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ は 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ （  
ま た は 第 一 加 熱 部 １ ６ ） と の 間 及 び 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と の 間 に お い て 接  
続 さ れ る 。 そ し て 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ は 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ （ ま た は 第 一 加  
熱 部 １ ６ ） と 膨 張 器 ２ ０ ｂ と 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と を こ の 順 序 で 冷 媒 が 流 通 す る 第 一 状 態  
（ 暖 房 運 転 時 ） と 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と 膨 張 器 ２ ０ ｂ と 第 一 熱 交 換 器 １  
９ ｂ と を こ の 順 序 で 冷 媒 が 流 通 す る 第 二 状 態 （ 冷 房 運 転 時 ） と を 切 り 替 え る 。 第 一 状 態 と  
第 二 状 態 と で は 、 冷 媒 の 流 れ が 逆 方 向 と な る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ （ 第 一 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ ～ 第 四 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｄ 等 ） は 、 冷 媒 回  
路 ２ １ を 流 通 す る 冷 媒 を 、 特 定 の 一 方 向 あ る い は 二 方 向 に 流 れ る よ う に 切 り 替 え る 機 器 で  
あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 一 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ は 、 室 外 機 ２ ０ か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 を 、 室 内 機 １ ９ 側 の 一 方 向  
に 流 通 さ せ る 状 態 と 、 室 内 機 １ ９ 側 と 加 湿 装 置 ６ 側 の 二 方 向 に 分 岐 し て 流 通 さ せ る 状 態 と  
、 加 湿 装 置 ６ 側 の 一 方 向 に 流 通 さ せ る 状 態 の い ず れ か の 状 態 に 切 り 替 え る 。 ま た 、 第 二 分  
岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｂ は 、 第 一 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ を 経 由 し て 導 入 さ れ る 冷 媒 を 、 室 内 機 １ ９  
の 一 方 向 に 流 通 さ せ る 状 態 と 、 室 内 機 １ ９ と 他 の 室 内 機 １ ９ 側 の 二 方 向 に 分 岐 し て 流 通 さ  
せ る 状 態 と 、 他 の 室 内 機 １ ９ 側 の 一 方 向 に 流 通 さ せ る 状 態 の い ず れ か の 状 態 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 第 三 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｃ は 、 室 内 機 １ ９ か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 の み を 第 四 分 岐 ユ ニ  
ッ ト ２ ２ ｄ 側 に 流 通 さ せ る 状 態 と 、 室 内 機 １ ９ か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 と 他 の 室 内 機 １ ９ 側 か  
ら 導 入 さ れ る 冷 媒 と を 合 流 さ せ て 第 四 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｄ 側 に 流 通 さ せ る 状 態 と 、 他 の 室  
内 機 １ ９ 側 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 の み を 第 四 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｄ 側 に 流 通 さ せ る 状 態 の い ず  
れ か の 状 態 に 切 り 替 え る 。 第 四 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｄ は 、 第 三 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｃ 側 か ら 導  
入 さ れ る 冷 媒 の み を 室 外 機 ２ ０ 側 に 流 通 さ せ る 状 態 と 、 第 三 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ｃ 側 か ら 導  
入 さ れ る 冷 媒 と 加 湿 装 置 ６ 側 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 と を 合 流 さ せ て 室 外 機 ２ ０ 側 に 流 通 さ せ  
る 状 態 と 、 加 湿 装 置 ６ 側 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 の み を 室 外 機 ２ ０ 側 に 流 通 さ せ る 状 態 の い ず  
れ か の 状 態 に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ し て 、 冷 媒 回 路 ２ １ に は 、 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ （ 第 一 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ ａ ～ 第 四 分 岐 ユ  
ニ ッ ト ２ ２ ｄ 等 ） の 切 り 替 え （ 各 状 態 の 組 み 合 わ せ ） に よ っ て 、 室 内 機 １ ９ の 第 一 熱 交 換  
器 １ ９ ｂ を 含 む 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ と 、 加 湿 装 置 ６ の 第 一 加 熱 部 １ ６ を 含 む 第 二 冷 媒 回 路  
２ １ ｂ と が 並 列 し て 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 ２ で は 、 一 つ の 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ の み を 示 し  
て い る が 、 実 際 に は 、 図 示 し て い な い 分 岐 ユ ニ ッ ト ２ ２ の 切 り 替 え に よ っ て 、 各 室 の 室 内  
機 １ ９ の 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ ご と に 複 数 の 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ は 、 暖 房 運 転 時 に お い て 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ と 膨  
張 器 ２ ０ ｂ と 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 配 管 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る  
。 こ こ で 、 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ は 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 に お け る 通 常 の 冷 媒 回 路 に 相 当 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 配 管 接 続 さ れ た 第 一 冷 媒 回 路 ２ １ ａ で は 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ か ら 出 た 冷 媒 は 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ  
を 流 通 し て 室 内 機 １ ９ の 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ へ と 向 か う 。 そ し て 、 冷 媒 は 、 第 一 熱 交 換 器  
１ ９ ｂ を 流 通 し た 後 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ を 流 通 し て 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ へ と 向 か う 。 さ ら に 、  
冷 媒 は 、 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ を 流 通 し た 後 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ を 流 通 し て 圧 縮 機 ２ ０ ａ に 戻 る  
。 そ し て 、 こ の よ う に 冷 媒 （ 冷 媒 ガ ス ） が 流 通 す る 過 程 で 、 冷 媒 ガ ス は 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ に  
よ っ て 高 温 高 圧 に 圧 縮 さ れ る 。 そ し て 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ で 圧 縮 さ れ た 高 温 高 圧 の 冷 媒 ガ ス は  
、 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ を 流 通 し て い る 間 に 送 風 フ ァ ン １ ９ ａ に よ っ て 冷 却 さ れ て 液 体 と な  
る 。 そ の 後 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ に 達 し た 冷 媒 液 は 、 減 圧 さ れ 低 温 の 気 液 混 合 状 態 と な り 、 第 二  
熱 交 換 器 ２ ０ ｃ を 流 通 し て い る 間 に 送 風 フ ァ ン ２ ０ ｄ に よ っ て 温 め ら れ て 、 元 の 冷 媒 ガ ス  
と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ し て 、 室 内 機 １ ９ で は 、 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ の 中 を 高 温 高 圧 の 冷 媒 ガ ス が 流 通 す る 状  
態 と な る た め 、 送 風 フ ァ ン １ ９ ａ か ら の 空 気 Ｒ Ａ を 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ に 流 通 さ せ る こ と  
で 空 気 Ｒ Ａ の 昇 温 が な さ れ 、 昇 温 し た 空 気 Ｒ Ａ が 屋 内 ２ に 吹 き 出 さ れ る 。 つ ま り 、 室 内 機  
１ ９ に よ っ て 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ ａ の 暖 房 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 一 方 、 第 二 冷 媒 回 路 ２ １ ｂ は 、 加 熱 運 転 時 に お い て 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 第 一 加 熱 部 １ ６ と  
膨 張 器 ２ ０ ｂ と 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 配 管 接 続 さ れ て 構 成 さ れ  
る 。 そ し て 、 室 内 機 １ ９ の 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ と 同 じ 原 理 に よ り 、 第 一 加 熱 部 １ ６ を 流 通  
す る 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 熱 （ 昇 温 ） さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 配 管 接 続 さ れ た 第 二 冷 媒 回 路 ２ １ ｂ で は 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ か ら 出 た 冷 媒 は 、  
四 方 弁 ２ ０ ｅ を 流 通 し て 加 湿 装 置 ６ の 第 一 加 熱 部 １ ６ へ と 向 か う 。 そ し て 、 冷 媒 は 、 第 一  
加 熱 部 １ ６ を 流 通 し た 後 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ を 流 通 し て 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ へ と 向 か う 。 さ ら  
に 、 冷 媒 は 、 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ を 流 通 し た 後 、 四 方 弁 ２ ０ ｅ を 流 通 し て 圧 縮 機 ２ ０ ａ に  
戻 る 。 そ し て 、 こ の よ う に 冷 媒 （ 冷 媒 ガ ス ） が 流 通 す る 過 程 で 、 冷 媒 ガ ス は 、 圧 縮 機 ２ ０  
ａ に よ っ て 高 温 高 圧 に 圧 縮 さ れ る 。 そ し て 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ で 圧 縮 さ れ た 高 温 高 圧 の 冷 媒 ガ  
ス は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ を 流 通 し て い る 間 に 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に よ っ て  
冷 却 さ れ て 液 体 と な る 。 そ の 後 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ に 達 し た 冷 媒 液 は 、 減 圧 さ れ 低 温 の 気 液 混  
合 状 態 と な り 、 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ を 流 通 し て い る 間 に 送 風 フ ァ ン ２ ０ ｄ に よ っ て 温 め ら  
れ て 、 元 の 冷 媒 ガ ス と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ で は 、 そ の 内 部 を 高 温 高 圧 の 冷 媒 ガ ス が 流 通 す る 状 態 と な る た  
め 、 高 温 高 圧 の 冷 媒 ガ ス と 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ と の 間 で 熱 交 換 が な さ れ  
、 給 気 流 １ ５ の 加 熱 （ 昇 温 ） が な さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 １ 台 の 共 用 の 室 外 機 ２ ０ に 対 し て 複 数 の 室 内 機 １ ９ が あ る よ う な 住 宅 の  
冷 媒 回 路 ２ １ （ 図 １ 参 照 ） と 共 用 す る 形 で 第 一 加 熱 部 １ ６ を 設 け た の で 、 第 一 加 熱 部 １ ６  
専 用 の 室 外 機 ２ ０ 及 び 冷 媒 回 路 ２ １ を 設 け る 煩 わ し さ を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ こ で 、 加 湿 装 置 ６ に 設 け る 加 熱 部 と し て 、 第 二 加 熱 部 １ ７ の 単 体 と せ ず 、 第 一 加 熱 部  
１ ６ と 第 二 加 熱 部 １ ７ と の 組 み 合 わ せ に し た の は 、 第 二 加 熱 部 １ ７ の み に よ る 加 熱 で は 、  
消 費 電 力 が 大 き く な る た め で あ る 。 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 加 熱 な ら ば 、 第 二 加 熱 部 １ ７ と  
同 じ 熱 量 を 得 る た め に 、 お お よ そ １ ／ Ｃ Ｏ Ｐ （ Ｃ ｏ ｅ ｆ ｆ ｉ ｃ ｉ ｅ ｎ ｔ   Ｏ ｆ   Ｐ ｅ ｒ ｆ ｏ  
ｒ ｍ ａ ｎ ｃ ｅ ） の 消 費 電 力 で 済 ま せ る こ と が で き る 。 一 方 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 の 冷 媒 回  
路 ２ １ を 共 用 し た 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 加 熱 の み で は 、 屋 内 ２ と 屋 外 ３ の 各 空 気 の 温 湿 度  
条 件 に よ っ て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 加 熱 で 十 分 な 熱 量 が 得 ら れ な い 場 合 が 存 在 す る 。 ま  
た 、 各 室 に 設 置 す る 複 数 の 室 内 機 １ ９ に て 必 要 な 暖 房 能 力 が 大 き く な る と 、 第 一 加 熱 部 １  
６ に よ る 加 熱 で 十 分 な 熱 量 が 得 ら れ な く な る 。 こ れ は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の 加 熱 能 力 が 、 室  
外 機 ２ ０ の 暖 房 能 力 を 最 大 と し 、 各 室 の 室 内 機 １ ９ に お い て 使 用 さ れ る 暖 房 能 力 の 分 が 減  
少 す る こ と に よ る 。 こ う し た 状 況 に も 対 応 で き る よ う に す る た め 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る  
加 熱 に 加 え 、 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 例 え ば 、 Ｃ 値 が ５ 程 度 の 住 宅 に お い て 、 屋 外 ３ の 空 気 Ｏ Ａ を 取 り 込 ん で 熱 交 換 換 気 を 行  
い つ つ 、 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ （ 屋 内 ２ に 吹 き 出 す 空 気 Ｓ Ａ ） を 、 快 適 な 空 気 条 件 （ 室 内 温 度  
２ ２ ℃ ～ ２ ５ ℃ 、 相 対 湿 度 ４ ０ ％ ～ ６ ０ ％ ） に す る た め に は 、 最 大 で ２ ８ ０ ０ ｇ / ｈ の 加 湿  
量 が 必 要 と な る こ と が あ る 。 こ こ で 、 Ｃ 値 と は 、 気 密 性 能 を 表 す 値 で 、 相 当 隙 間 面 積 の こ  
と で あ り 、 建 物 全 体 に あ る 隙 間 の 面 積 （ ｃ ｍ ２ ） を 延 床 面 積 （ ｍ ２ ） で 割 っ た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 具 体 的 に 、 外 気 温 度 が － １ ０ ℃ 、 絶 対 湿 度 １ ｇ / ｋ ｇ で あ る 外 気 （ 屋 外 ３ の 空 気 Ｏ Ａ ） を  
、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ に よ る 熱 交 換 と 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 に よ っ て 、 温 度 １ ５ ℃ 、 絶 対  
湿 度 ３ ． ５ ｇ / ｋ ｇ と な る 空 気 （ 屋 内 ２ に 吹 き 出 す 空 気 Ｓ Ａ ） に す る 場 合 を 想 定 す る 。 こ の  
場 合 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 能 力 を 加 湿 飽 和 効 率 ７ ０ ％ 程 度 と す る と 、 加 湿 装 置 ６ の 最 大 加 湿  
能 力 で あ る ２ ８ ０ ０ ｇ / ｈ の 加 湿 量 を 得 る た め に は 、 加 湿 器 ６ ｄ に 導 入 さ れ る 空 気 （ 加 湿 前  
の 給 気 流 １ ５ ） の 温 度 を ４ ５ ℃ 程 度 ま で 昇 温 さ せ る 必 要 が あ る 。 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら  
の 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ の 温 度 を １ ５ ℃ と す る と 、 温 度 を １ ５ ℃ か ら ４ ５ ℃ ま で 昇 温 さ せ  
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る の に 必 要 な 熱 量 は ３ ． ５ ｋ Ｗ と な る 。 し か し な が ら 、 マ ル チ 型 の 空 調 機 器 に お け る 第 一  
熱 交 換 器 １ ９ ｂ の 加 熱 出 力 は 、 一 般 的 な 仕 様 で ２ ｋ Ｗ 程 度 で あ る の で 、 冷 媒 回 路 ２ １ を 共  
用 す る 第 一 加 熱 部 １ ６ も ま た 同 程 度 の 加 熱 出 力 と な る 。 こ の た め 、 第 一 加 熱 部 １ ６ で は 、  
導 入 さ れ る 空 気 を ４ ５ ℃ ま で 昇 温 す る こ と が 難 し い た め 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を 用 い て 不 足 す  
る １ ． ５ ｋ Ｗ 分 の 加 熱 を 補 う 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 、 様 々 な 外 気 と 内 気 の 条 件 に よ っ て  
、 第 一 加 熱 部 １ ６ の み に よ る 昇 温 で は 加 熱 量 が 足 り な い 場 合 に 限 り 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を 使  
用 し て 加 熱 す る こ と で 、 必 要 な 加 熱 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 図 ３ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４  
に よ る 加 湿 運 転 動 作 の 際 の 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装  
置 ４ に お け る 制 御 部 ８ の 構 成 を 表 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ４ は 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換  
気 装 置 ４ に お け る 制 御 部 ８ の 処 理 部 ８ ｂ で 行 う 処 理 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ５ は  
、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ に お け る 制 御 部 ８ の 処 理 部 ８ ｂ で 行 う 処 理 に 用 い ら れ  
る 出 力 能 力 値 と 回 転 出 力 値 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ５ で は 、 加 湿 装 置 ６ （ 加 湿  
モ ー タ ６ ｅ ） に お け る 回 転 出 力 値 （ 回 転 数 ） の 制 御 範 囲 を ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ～ ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ  
ｍ と し 、 出 力 能 力 値 の 範 囲 を ２ ０ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ と し て 相 関 関 係 を 示 し て い る 。 ま た 、 図  
５ で は 、 出 力 能 力 値 に 対 応 し た 基 準 値 を 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の み を オ ン と す る 第 一 基 準 値 と  
、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 両 方 を オ ン に す る 第 二 基 準 値 と し て 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 制 御 部 ８ は 、 加 湿 装 置 ６ 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 、 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 運 転 動 作 を 制 御 す る  
。 具 体 的 に は 、 制 御 部 ８ は 、 図 ３ に 示 す 通 り 、 入 力 部 ８ ａ 、 処 理 部 ８ ｂ 、 出 力 部 ８ ｃ 、 記  
憶 部 ８ ｄ 、 及 び 計 時 部 ８ ｅ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 入 力 部 ８ ａ は 、 屋 内 ２ に 設 置 さ れ た 操 作 パ ネ ル １ ８ か ら 出 力 さ れ た 加 湿 運 転 及 び 屋 内 ２  
の 空 気 Ｒ Ａ の 設 定 湿 度 （ 目 標 湿 度 ） に 関 す る 情 報 と 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ の 湿 度 セ ン サ ５  
ｆ か ら 出 力 さ れ た 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ の 湿 度 （ 屋 内 湿 度 ） に 関 す る 情 報 と を 受 け 付 け 、 処 理  
部 ８ ｂ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 処 理 部 ８ ｂ は 、 計 時 部 ８ ｅ か ら 出 力 さ れ た 時 刻 情 報 に 基 づ き 、 一 定 時 間 間 隔 （ 例 え ば 、  
５ 分 ） ご と に 所 定 の 処 理 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 記 憶 部 ８ ｄ か ら 出 力 さ れ る 過 去 の 湿 度 情 報  
、 過 去 の 出 力 能 力 値 、 及 び 計 算 用 パ ラ メ ー タ と 、 入 力 部 ８ ａ か ら 出 力 さ れ る 現 在 の 湿 度 情  
報 と を 用 い て 、 屋 内 湿 度 を 目 標 湿 度 に 近 づ け る た め の 出 力 能 力 値 の 算 出 を 行 い 、 算 出 し た  
出 力 能 力 値 に 基 づ い て 、 加 湿 装 置 ６ に 対 す る 回 転 出 力 値 （ 加 湿 器 ６ ｄ に お け る 加 湿 モ ー タ  
６ ｅ の 回 転 数 ） と 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 加 熱 出 力 情 報 （ 運 転 動 作 の オ ン  
ま た は オ フ に 関 す る 情 報 ） と を 特 定 し 、 出 力 部 ８ ｃ に 出 力 す る 。 こ こ で 、 出 力 能 力 値 と は  
、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ 全 体 で の 加 湿 能 力 （ 加 湿 量 ） の 指 標 と な る 値 で あ る 。  
な お 、 出 力 能 力 値 は 、 加 湿 装 置 ６ に よ っ て 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ を 目 標 湿 度 に 近 づ け る の に 必  
要 な 加 湿 量 を 特 定 す る た め の 値 と も 言 え る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 記 憶 部 ８ ｄ は 、 過 去 の 湿 度 情 報 、 過 去 の 出 力 能 力 値 、 及 び 計 算 用 パ ラ メ ー タ を 記 憶 す る  
と と も に 、 処 理 部 ８ ｂ か ら 出 力 さ れ る 現 在 の 屋 内 湿 度 情 報 、 現 在 の 出 力 能 力 値 、 現 在 の 加  
熱 出 力 情 報 を 受 け 付 け て 記 憶 す る 。 ま た 、 図 ５ に 示 す 出 力 能 力 値 と 回 転 出 力 値 と の 相 関 関  
係 に 関 す る 情 報 も 記 憶 す る 。 記 憶 し た 各 情 報 は 、 処 理 部 ８ ｂ か ら の 要 求 に 応 じ て 、 記 憶 部  
８ ｄ か ら 処 理 部 ８ ｂ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 出 力 部 ８ ｃ は 、 処 理 部 ８ ｂ か ら 受 け 付 け た 回 転 出 力 値 を 、 加 湿 装 置 ６ （ 加 湿 器 ６ ｄ の 加  
湿 モ ー タ ６ ｅ ） に 出 力 す る 。 ま た 、 出 力 部 ８ ｃ は 、 処 理 部 ８ ｂ か ら 受 け 付 け た 加 熱 出 力 情  
報 を 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に そ れ ぞ れ 出 力 す る 。 そ し て 、 加 湿 装 置 ６ は 、 出  
力 部 ８ ｃ か ら 出 力 さ れ た 回 転 出 力 値 に 応 じ て 加 湿 運 転 動 作 を 実 行 す る 。 ま た 、 第 一 加 熱 部  
１ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ は 、 出 力 部 ８ ｃ か ら 出 力 さ れ た 加 熱 出 力 情 報 に 基 づ い て 加 熱 運 転  
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動 作 の オ ン ま た は オ フ を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ に お け る 制 御 部 ８ の 処 理 部 ８ ｂ で 行 う 処 理 フ ロ  
ー に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 制 御 部 ８ の 処 理 部 ８ ｂ は 、 図 ４ に 示 す 通 り 、 主 に ３ つ の ス テ ッ プ （ ス テ ッ プ Ｓ ０ １ ～ ス  
テ ッ プ Ｓ ０ ３ ） で 構 成 さ れ 、 操 作 パ ネ ル １ ８ か ら の 制 御 信 号 に 応 じ て 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ０ １ は 、 記 憶 部 ８ ｄ に 記 憶 さ れ た 処 理 間 隔 で 処 理 を 行 う た め の ス テ ッ プ で あ  
る 。 処 理 部 ８ ｂ は 、 例 え ば 、 処 理 間 隔 が ５ 分 で あ る 場 合 、 計 時 部 ８ ｅ か ら 出 力 さ れ る 時 刻  
情 報 を 受 け 付 け な が ら 、 ５ 分 経 過 す る ま で は 時 刻 の 判 定 を 繰 り 返 し 、 ５ 分 経 過 し た ら ス テ  
ッ プ Ｓ ０ ２ に 処 理 を 進 め る 。 時 刻 の 判 定 の 際 に は 、 後 段 で 操 作 パ ネ ル １ ８ の 制 御 信 号 を 受  
け 付 け 、 終 了 の 信 号 を 受 け 付 け た 場 合 に は 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ２ は 、 出 力 能 力 値 を 更 新 す る ス テ ッ プ で あ る 。 こ こ で は 、 処 理 部 ８ ｂ は 、  
入 力 部 ８ ａ 及 び 記 憶 部 ８ ｄ か ら 出 力 さ れ た 各 情 報 を も と に 、 出 力 能 力 値 の 更 新 を 行 い 、 ス  
テ ッ プ Ｓ ０ ３ に 処 理 を 進 め る 。 な お 、 更 新 の 際 に 用 い る 計 算 式 と し て は 、 例 え ば 、 以 下 の  
式 （ １ ） に 示 す 速 度 型 Ｐ Ｉ Ｄ （ Ｐ ｒ ｏ ｐ ｏ ｒ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ   Ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｌ   Ｄ ｉ ｆ ｆ ｅ  
ｒ ｅ ｎ ｔ ｉ ａ ｌ ） 制 御 式 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 Ｒ ＝ Ｒ ＋ Ｋ ｐ ＊ ［ （ Δ Ｘ ０ － Δ Ｘ １ ）
　 　 　 ＋ （ １ ／ Ｔ ｉ ） ＊ Δ Ｘ ０ ＋ Ｔ ｄ ＊ ｛ （ Δ Ｘ ０ － Δ Ｘ １ ） － （ Δ Ｘ １ － Δ Ｘ ２ ） ｝ ］
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ 式 （ １ ）
　 た だ し 、 Ｒ は 出 力 能 力 値 で あ り 、 Ｋ ｐ 、 Ｔ ｉ 、 Ｔ ｄ は Ｐ Ｉ Ｄ パ ラ メ ー タ で あ り 、 Δ Ｘ ０  
、 Δ Ｘ １ 、 Δ Ｘ ２ は 、 そ れ ぞ れ 現 在 、 １ 回 前 、 ２ 回 前 の 「 目 標 湿 度 － 屋 内 湿 度 」 に 基 づ く  
値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ は 、 更 新 さ れ た 出 力 能 力 値 に 応 じ た 回 転 出 力 値 及 び 加 熱 出 力 情 報 を 特 定  
す る ス テ ッ プ で あ る 。 こ こ で は 、 処 理 部 ８ ｂ は 、 記 憶 部 ８ ｄ に 記 憶 さ れ た 基 準 値 （ 第 一 基  
準 値 、 第 二 基 準 値 ） と 更 新 さ れ た 出 力 能 力 値 と の 間 で 大 小 関 係 の 判 定 を 行 う 。 そ し て 、 処  
理 部 ８ ｂ は 、 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ａ の Ｎ ｏ ） に 、 第  
一 基 準 値 以 下 の 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 回 転 出 力 値 （ 図 ５ に 示 す 第 一 回 転 出 力 値 ） 及 び 加 熱  
出 力 情 報 と し て 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 運 転 動 作 を オ フ と す る 情 報 （ オ フ 情  
報 ） を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ｂ ） 。 一 方 、 制 御 部 ８ は 、 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 を 超  
え （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ａ の Ｙ ｅ ｓ ） 、 且 つ 、 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ｃ  
の Ｎ ｏ ） に 、 第 一 基 準 値 を 超 え 、 且 つ 、 第 二 基 準 値 以 下 の 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 回 転 出 力  
値 （ 図 ５ に 示 す 第 二 回 転 出 力 値 ） 及 び 加 熱 出 力 情 報 と し て 第 一 加 熱 部 １ ６ の み の 運 転 動 作  
を オ ン と す る 情 報 （ 第 一 オ ン 情 報 ） を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ｄ ） 。 そ し て 、 制 御 部 ８  
は 、 出 力 能 力 値 が 第 二 基 準 値 を 超 え る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ｃ の Ｙ ｅ ｓ ） に 、 第 二 基 準 値  
を 超 え る 出 力 能 力 値 に 対 応 す る 回 転 出 力 値 （ 図 ５ に 示 す 第 三 回 転 出 力 値 ） 及 び 加 熱 出 力 情  
報 と し て 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 運 転 動 作 を オ ン と す る 情 報 （ 第 二 オ ン 情 報  
） を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ Ｅ ） 。 こ こ で 、 第 一 基 準 値 及 び 第 二 基 準 値 は 、 そ れ ぞ れ の  
状 態 に お い て 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 モ ー タ ６ ｅ に お い て 設 定 可 能 な 最 大 回 転 数 に 対 応 し て 規  
定 さ れ る 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 一 回 転 出 力 値 は 、 図 ５ に 示 す 通 り 、 出 力 能 力 値 を そ の ま ま 回 転 出 力 値 と し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 二 回 転 出 力 値 は 、 出 力 能 力 値 か ら 第 一 調 整 値 を 減 じ て 回 転 出 力 値 と し た 値 で あ る 。 な  
お 、 第 二 回 転 出 力 値 は 、 出 力 能 力 値 に 対 す る 第 一 基 準 値 を 超 え 、 且 つ 、 第 二 基 準 値 以 下 の  
領 域 に お け る 制 御 範 囲 外 の 第 一 回 転 出 力 値 か ら 第 一 調 整 値 （ 厳 密 に は 第 一 調 整 値 に 対 応 す  
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る 回 転 数 ） を 減 じ て 算 出 さ れ る 値 と も 言 え る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 三 回 転 出 力 値 は 、 出 力 能 力 値 か ら 第 二 調 整 値 を 減 じ て 回 転 出 力 値 と し た 値 で あ る 。 な  
お 、 第 三 回 転 出 力 値 は 、 出 力 能 力 値 に 対 す る 第 二 基 準 値 を 超 え る 領 域 に お け る 制 御 範 囲 外  
の 第 二 回 転 出 力 値 か ら 第 二 調 整 値 （ 厳 密 に は 第 二 調 整 値 に 対 応 す る 回 転 数 ） を 減 じ て 算 出  
さ れ る 値 と も 言 え る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 第 一 調 整 値 は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿 を 行 う 状 態  
（ 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 両 方 が オ フ 状 態 ） か ら 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ っ て  
加 熱 し た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿 を 行 う 状 態 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ の オ ン 状 態 ） に 移 行 す る 際  
に 生 じ る 加 湿 能 力 の 不 連 続 性 （ 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 量 の 急 激 な 上 昇 ） を 低 減 す る た め に  
設 定 さ れ る 値 で あ る 。 ま た 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ っ て 加 熱 し た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿 を  
行 う 状 態 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ の オ ン 状 態 ） か ら 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ っ  
て 加 熱 し た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿 を 行 う 状 態 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 両  
方 が オ ン 状 態 ） に 移 行 す る 際 に 生 じ る 加 湿 能 力 の 不 連 続 性 （ 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 量 の 急  
激 な 上 昇 ） を 低 減 す る た め に 設 定 さ れ る 値 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ０ ３ に お け る 処 理 部 ８ ｂ の 処 理 に つ い て 具 体 的 な 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 上 述  
し た 通 り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 加 湿 装 置 ６ （ 加 湿 モ ー タ ６ ｅ ） に お け る 回 転 出 力 値 （ 回 転  
数 ） の 制 御 範 囲 は 、 ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ～ ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で あ る の で 、 第 一 基 準 値 は 、 出 力 能  
力 値 の ２ ０ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ の 範 囲 の う ち ４ ０ ０ ０ と 設 定 さ れ る 。 ま た 、 第 二 基 準 値 は 、 出  
力 能 力 値 の ２ ０ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ の 範 囲 の う ち ５ ０ ０ ０ と 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 第 一 調 整 値  
及 び 第 二 調 整 値 を そ れ ぞ れ １ ０ ０ ０ （ 回 転 数 １ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ ） と 設 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 の よ う に 設 定 し た 場 合 に は 、 加 湿 装 置 ６ は 、 処 理 部 ８ ｂ で 算 出 さ れ る 出 力 能 力 値 が  
第 一 基 準 値 以 下 の 場 合 （ 出 力 能 力 値 が ２ ０ ０ ０ 以 上 ４ ０ ０ ０ 以 下 の 範 囲 ） に お い て 、 加 熱  
出 力 情 報 が オ フ 情 報 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 両 方 が オ フ 状 態 ） で 、 加 湿 モ  
ー タ ６ ｅ の 回 転 出 力 値 （ 回 転 数 ） を ２ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 上 ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 の 範 囲 で 加 湿  
処 理 を 実 行 す る 。 ま た 、 加 湿 装 置 ６ は 、 処 理 部 ８ ｂ で 算 出 さ れ る 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値  
を 超 え 、 且 つ 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 （ 出 力 能 力 値 が ４ ０ ０ ０ 超 ５ ０ ０ ０ 以 下 の 範 囲 ）  
に お い て 、 加 熱 出 力 情 報 が 第 一 オ ン 情 報 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ が オ ン 状 態 ） で 、 加 湿 モ ー タ ６  
ｅ の 回 転 出 力 値 （ 回 転 数 ） を ３ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 超 ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 の 範 囲 で 加 湿 処 理 を 実  
行 す る 。 ま た 、 加 湿 装 置 ６ は 、 処 理 部 ８ ｂ で 算 出 さ れ る 出 力 能 力 値 が 第 二 基 準 値 を 超 え る  
場 合 （ 出 力 能 力 値 が ５ ０ ０ ０ 超 ６ ０ ０ ０ 以 下 の 範 囲 ） に お い て 、 加 熱 出 力 情 報 が 第 二 オ ン  
情 報 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の 両 方 が オ ン 状 態 ） で 、 加 湿 モ ー タ ６ ｅ の 回 転  
出 力 値 （ 回 転 数 ） を ３ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 超 ４ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 以 下 の 範 囲 で 加 湿 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の よ う に 制 御 す る こ と で 、 加 湿 装 置 ６ は 、 導 入 さ れ る 給 気 流 １ ５ へ の 加 湿 量 を 段 階 的  
に 上 げ て い く こ と が で き る 。 ま た 、 段 階 的 に 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ の オ ン ま  
た は オ フ の 組 み 合 わ せ を 変 え て い く の で 、 設 定 加 湿 量 に 向 け て 必 要 な 加 湿 量 を 低 消 費 電 力  
で 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ に よ れ ば 、 以 下 の 効 果 を 享  
受 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 （ １ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力  
値 が 基 準 値 （ 第 二 基 準 値 ） 以 下 で あ る 場 合 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の み に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気  
流 １ ５ に 対 し て 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 （ 第 二 基 準 値 ） を 超 え  
る 場 合 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿  
装 置 ６ に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 し た 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 第 一 加 熱 部 １ ６  
の み に よ る 加 熱 を 行 っ て も 、 加 湿 装 置 ６ に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま  
で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 す る こ と が で き な い 場 合 に 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ  
っ て 、 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 す る こ と が で き る 。 こ  
の 結 果 、 加 湿 装 置 ６ 自 体 の 出 力 が 同 じ で あ っ て も 、 設 定 加 湿 量 に 向 け て 給 気 流 へ の 加 湿 量  
（ 屋 内 ２ に 供 給 す る 水 分 量 ） を 増 加 さ せ る こ と が で き 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４  
の 加 湿 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 二 つ の 加 熱 部 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ 、 第 二 加  
熱 部 １ ７ ） を 用 い て 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ に よ る 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ へ の 加 湿 量 を 増 加  
さ せ る こ と が 可 能 な 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 （ ２ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ を 、 冷 媒 を 圧 縮 す る 圧 縮  
機 ２ ０ ａ と 、 冷 媒 が 放 熱 す る 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ と 、 冷 媒 を 膨 張 さ せ る 膨 張 器 ２ ０ ｂ と 、  
冷 媒 が 放 熱 す る 第 二 熱 交 換 器 ２ ０ ｃ と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 接 続 し た 第 一 冷 媒 回 路 ２  
１ ａ を 有 す る 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 が 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の 内 部 を 流 通 す る 際 に 放 熱  
す る よ う に 構 成 し た 。 ま た 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を 、 通 電 す る こ と で 発 熱 す る 発 熱 体 に よ り 構  
成 し た 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 空 調 機 器 か ら 導 入 さ れ る 冷 媒 を 共 用 す る 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ っ て 、 加 湿 装  
置 ６ に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 す る こ と が で き  
な い 場 合 に 、 発 熱 体 に よ り 構 成 さ れ る 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 で 補 う こ と に よ っ て 、 設  
定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 際 、  
第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 と 同 等 の 熱 量 を 得 る た め に 必 要 な 消 費 電 力 が 少 な い 第 一 加 熱 部  
１ ６ を 主 と し て 使 用 す る の で 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ と し て の 消 費 電 力 を 低 減  
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 （ ３ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ は 、 空 調 機 器 か ら 導 入 さ  
れ る 冷 媒 を 共 用 し て 、 圧 縮 機 ２ ０ ａ と 、 第 一 熱 交 換 器 １ ９ ｂ と 、 膨 張 器 ２ ０ ｂ と 、 第 一 加  
熱 部 １ ６ と の 順 に 冷 媒 が 流 れ る よ う に 接 続 さ れ た 第 二 冷 媒 回 路 ２ １ ｂ を 構 成 し て い る 。 こ  
れ に よ り 、 空 調 機 器 の 運 転 状 況 に 応 じ て 第 一 加 熱 部 １ ６ の 加 熱 能 力 が 変 動 し た 場 合 で も 、  
第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 に よ っ て 容 易 に 調 整 す る こ と が 可 能 に な る 。 つ ま り 、 二 つ の 加  
熱 部 （ 第 一 加 熱 部 １ ６ 、 第 二 加 熱 部 １ ７ ） に よ っ て 、 空 調 機 器 の 運 転 状 況 に よ ら ず 、 加 湿  
機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ の 加 湿 能 力 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 （ ４ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ の 湿 度 と 屋 内 ２ の 空 気  
Ｒ Ａ の 目 標 湿 度 に 関 す る 湿 度 情 報 を 用 い て 出 力 能 力 値 を 算 出 し 、 算 出 し た 出 力 能 力 値 に 基  
づ い て 加 湿 装 置 ６ の 運 転 動 作 を 制 御 す る よ う に し た 。 こ れ に よ り 、 屋 内 ２ の 空 気 Ｒ Ａ の 湿  
度 が 目 標 湿 度 に 近 づ か な い 場 合 に は 、 湿 度 情 報 を 用 い て 出 力 能 力 値 を 上 昇 さ せ る な ど 、 家  
屋 １ の 気 密 性 な ど の 性 能 に 依 存 せ ず 目 標 湿 度 を 達 成 す る よ う に 加 湿 装 置 ６ の 制 御 を 行 う こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 （ ５ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 出 力 能 力 値 が 第 一 基 準 値 以 下 で あ る 場 合  
、 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 熱 す る こ と な く 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能  
力 値 が 第 一 基 準 値 を 超 え て 第 二 基 準 値 以 下 で あ る 場 合 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の み に よ っ て 加 熱  
さ れ た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿 装 置 ６ に よ る 加 湿 を 行 い 、 出 力 能 力 値 が 第 二 基 準 値 を 超 え  
る 場 合 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ っ て 加 熱 さ れ た 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 湿  
装 置 ６ に よ る 加 湿 を 行 う よ う に 制 御 し た 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 熱 交 換 後 の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 第 一 加 熱 部 １ ６  
の み に よ る 加 熱 を 行 っ て も 、 加 湿 装 置 ６ に よ っ て 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま  



10

20

30

40

50

JP 7526907 B2 2024.8.2(15)

で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 す る こ と が で き な い 場 合 に 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ  
っ て 、 設 定 加 湿 量 を 得 る た め に 必 要 な 温 度 に ま で 給 気 流 １ ５ を 昇 温 す る こ と が で き る 一 方  
、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 が 必 要 な い 場 合 に 、 各 加 熱 部 に よ る 無 駄  
な 消 費 電 力 が か か る こ と を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 （ ６ ） 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ に よ れ ば 、 加 湿 装 置 ６ に お い て 給 気 流 １ ５ に 対  
す る 加 湿 量 が 足 り な い 場 合 に 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 に よ っ て 、  
加 湿 前 の 給 気 流 １ ５ の 温 度 を 上 昇 さ せ る こ と が で き る の で 、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装  
置 ４ の 加 湿 能 力 を 容 易 に 上 昇 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 に 関 し て 実 施 の 形 態 を も と に 説 明 し た 。 こ れ ら の 実 施 の 形 態 は 例 示 で あ り  
、 そ れ ら の 各 構 成 要 素 あ る い は 各 処 理 プ ロ セ ス の 組 合 せ に い ろ い ろ な 変 形 例 が 可 能 な こ と  
、 ま た そ う し た 変 形 例 も 本 発 明 の 範 囲 に あ る こ と は 当 業 者 に 理 解 さ れ る と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ 及 び 第 二  
加 熱 部 １ ７ に よ っ て 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 前 の 給 気 流 １ ５ に 対 す る 加 熱 を 行 う 際 、 各 加 熱 部 の  
加 熱 動 作 を オ ン ま た は オ フ に し て 制 御 し て 行 っ た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 第 一 加  
熱 部 １ ６ の 加 熱 動 作 を 、 段 階 的 な 加 熱 出 力 に よ っ て 制 御 す る よ う に し て も よ い 。 な お 、 こ  
の 場 合 の 第 二 加 熱 部 １ ７ の 加 熱 動 作 は 、 オ ン ま た は オ フ に よ る 制 御 の ま ま と す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ６ を 参 照 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ の 加 熱 出 力 を 、 オ フ （ ０ ％ ） 、 出 力 Ｘ （ ３ ０ ％ ） 、 出  
力 Ｙ （ ７ ０ ％ ） 、 及 び 出 力 Ｚ （ １ ０ ０ ％ ） の 四 段 階 で 制 御 す る 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。  
図 ６ は 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 に 対 応 し た 複 数 の 基 準 値 と 各 加 熱 部 の  
出 力 状 態 の 組 み 合 わ せ を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 、 図 ６ で は 、 基 準 値 と し て 、 出 力 能 力 値 が  
低 い 順 に 、 基 準 値 Ａ 、 基 準 値 Ｂ 、 基 準 値 Ｃ 、 基 準 値 Ｄ 、 基 準 値 Ｅ 、 及 び 基 準 値 Ｆ が 設 定 さ  
れ る 。 具 体 的 に は 、 基 準 値 Ａ は 出 力 能 力 値 ４ ０ ０ ０ 、 基 準 値 Ｂ は 出 力 能 力 値 ４ ３ ０ ０ 、 基  
準 値 Ｃ は 出 力 能 力 値 ４ ７ ０ ０ 、 基 準 値 Ｄ は 出 力 能 力 値 ５ ０ ０ ０ 、 基 準 値 Ｅ は 出 力 能 力 値 ５  
３ ０ ０ 、 基 準 値 Ｆ は ５ ７ ０ ０ と い っ た 割 付 と し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 そ し て 、 加 湿 装 置 ６ の 加 湿 量 を 特 定 す る 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ａ 以 下 で あ る 場 合 に は 、 第  
一 加 熱 部 １ ６ を オ フ 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ フ 状 態 と す る 。 つ ま り 、 出 力 能 力 値 が 基 準  
値 Ａ 以 下 で は 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 加 熱 を 行 わ な い 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 次 に 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ａ を 超 え て 基 準 値 Ｂ 以 下 （ Ａ 超 Ｂ 以 下 ） の 場 合 に は 、 第 一 加  
熱 部 １ ６ を 出 力 Ａ の オ ン 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ フ 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形  
換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ａ で の 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 次 に 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ｂ を 超 え て 基 準 値 Ｃ 以 下 （ Ｂ 超 Ｃ 以 下 ） の 場 合 に は 、 第 一 加  
熱 部 １ ６ を 出 力 Ｂ の オ ン 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ フ 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形  
換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ｂ で の 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 次 に 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ｃ を 超 え て 基 準 値 Ｄ 以 下 （ Ｃ 超 Ｄ 以 下 ） の 場 合 に は 、 第 一 加  
熱 部 １ ６ を 出 力 Ｃ の オ ン 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ フ 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形  
換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ｃ で の 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 そ し て 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ｄ を 超 え て 基 準 値 Ｅ 以 下 （ Ｄ 超 Ｅ 以 下 ） の 場 合 に は 、 第 一  
加 熱 部 １ ６ を 出 力 Ａ の オ ン 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ ン 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換  
形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ａ で の 加 熱 と 第 二 加  
熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】



10

20

30

40

50

JP 7526907 B2 2024.8.2(16)

　 さ ら に 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ｅ を 超 え て 基 準 値 Ｆ 以 下 （ Ｅ 超 Ｆ 以 下 ） の 場 合 に は 、 第 一  
加 熱 部 １ ６ を 出 力 Ｂ の オ ン 状 態 、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ ン 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換  
形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５ に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ｂ で の 加 熱 と 第 二 加  
熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 最 後 に 、 出 力 能 力 値 が 基 準 値 Ｆ を 超 え る 場 合 に は 、 第 一 加 熱 部 １ ６ を 出 力 Ｃ の オ ン 状 態  
、 第 二 加 熱 部 １ ７ を オ ン 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 熱 交 換 形 換 気 装 置 ５ か ら の 給 気 流 １ ５  
に 対 し て 、 第 一 加 熱 部 １ ６ に よ る 出 力 Ｃ で の 加 熱 と 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 加 熱 が な さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の よ う に す る こ と で 、 目 標 湿 度 に 対 し て 、 必 要 な 加 湿 量 に な る よ う に 第 一 加 熱 部 １ ６  
と 第 二 加 熱 部 １ ７ に よ る 給 気 流 １ ５ の 加 熱 を よ り 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果  
、 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ 全 体 と し て も 省 エ ネ ル ギ ー （ 低 消 費 電 力 化 ） と な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 変 形 例 で は 、 第 二 加 熱 部 １ ７ の 加 熱 動 作 を オ ン ま た は オ フ と す る 制 御 と し た が 、  
第 一 加 熱 部 １ ６ と 同 様 、 第 二 加 熱 部 １ ７ の 加 熱 動 作 を 、 段 階 的 な 加 熱 出 力 に よ っ て 制 御 す  
る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 各 加 熱 部 で は 、 給 気 流 １ ５ に 対 す る 加 熱 を さ ら に 細 か  
く 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 １ に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 ４ で は 、 加 湿 装 置 ６ を 構 成  
す る 加 湿 器 ６ ｄ と し て 遠 心 破 砕 式 の も の を 用 い た が 、 こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 加 湿 器  
６ ｄ と し て 、 超 音 波 に よ っ て 水 粒 を 飛 散 さ せ る 超 音 波 式 の 構 成 、 加 熱 に よ っ て 水 蒸 気 を 発  
生 さ せ る 加 熱 式 の 構 成 、 水 に 塗 れ た フ ィ ル タ 等 に 空 気 を 通 過 さ せ る こ と で 水 分 を 気 化 さ せ  
る 気 化 式 の 構 成 、 あ る い は 、 こ れ ら の 組 み 合 わ せ た 構 成 に よ る も の で あ っ て も よ い 。 こ れ  
ら を 採 用 す る 場 合 、 出 力 能 力 値 に 対 応 す る パ ラ メ ー タ 値 と し て 、 超 音 波 の 振 幅 、 加 熱 量 、  
フ ィ ル タ へ の 水 分 の 滴 下 量 を 用 い て 対 応 さ せ れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置 は 、 屋 内 の 空 気 と 屋 外 の 空 気 と の 間 で の 熱  
交 換 を 可 能 と す る 熱 交 換 形 換 気 装 置 に 加 湿 機 能 及 び 加 熱 機 能 を 備 え た も の と し て 有 用 で あ  
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 １     家 屋
　 ２     屋 内
　 ３     屋 外
　 ４     加 湿 機 能 付 き 熱 交 換 形 換 気 装 置
　 ５     熱 交 換 形 換 気 装 置
　 ５ ａ     還 気 口
　 ５ ｂ     排 気 口
　 ５ ｃ     外 気 口
　 ５ ｄ     給 気 口
　 ５ ｅ     熱 交 換 素 子
　 ５ ｆ     湿 度 セ ン サ
　 ５ ｇ     排 気 フ ァ ン
　 ５ ｈ     給 気 フ ァ ン
　 ６     加 湿 装 置
　 ６ ａ     給 気 流 入 口
　 ６ ｃ     給 気 流 出 口
　 ６ ｄ     加 湿 器
　 ６ ｅ     加 湿 モ ー タ
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　 ６ ｆ     加 湿 ノ ズ ル
　 ８     制 御 部
　 ８ ａ     入 力 部
　 ８ ｂ     処 理 部
　 ８ ｃ     出 力 部
　 ８ ｄ     記 憶 部
　 ８ ｅ     計 時 部
　 ９     還 気 風 路
　 １ ０     排 気 風 路
　 １ １     外 気 風 路
　 １ ２     中 継 風 路
　 １ ３     給 気 風 路
　 １ ４     排 気 流
　 １ ５     給 気 流
　 １ ６     第 一 加 熱 部
　 １ ７     第 二 加 熱 部
　 １ ８     操 作 パ ネ ル
　 １ ９     室 内 機
　 １ ９ ａ     送 風 フ ァ ン
　 １ ９ ｂ     第 一 熱 交 換 器
　 ２ ０     室 外 機
　 ２ ０ ａ     圧 縮 機
　 ２ ０ ｂ     膨 張 器
　 ２ ０ ｃ     第 二 熱 交 換 器
　 ２ ０ ｄ     送 風 フ ァ ン
　 ２ ０ ｅ     四 方 弁
　 ２ １     冷 媒 回 路
　 ２ １ ａ     第 一 冷 媒 回 路
　 ２ １ ｂ     第 二 冷 媒 回 路
　 ２ ２     分 岐 ユ ニ ッ ト
　 ２ ２ ａ     第 一 分 岐 ユ ニ ッ ト
　 ２ ２ ｂ     第 二 分 岐 ユ ニ ッ ト
　 ２ ２ ｃ     第 三 分 岐 ユ ニ ッ ト
　 ２ ２ ｄ     第 四 分 岐 ユ ニ ッ ト
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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